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➢ 起業街道・関西プロジェクト

「関経連×けいはんなオープンイノベーションフォーラ
ム 2021 」 2021年7月9日

「うめきた響合の場2021」 2021年12月15日～17日

｢関西広域・アジア広域｣ ｢大企業が主体的に関与（ベンチャー企業との協業、オープンイノベーション）｣ ｢リアルテック（研究開発型）分
野に重点を置いた大学との連携｣ を特徴とする事業で、「交流」「創造」「広域連携」の３本柱で取組を実施

活動事例

• 出店参加機関(大企業・大学・支援機関) ２５
• 参加スタートアップ等 のべ ６５
• 面談件数 のべ１５０
• ネクストステージ(次回面談設定) 件数 ４７
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➢ グローバルイノベーションフォーラム

世界の先進的スタートアップと日本企業の連携促進、日本の
スタートアップのグローバル化支援を目的として開催

➢ 開催期間：2021年10月27日～30日開催（オンライン開催）
➢ 出展社：12カ国34社

ライブ視聴者数639名
商談会参加日本企業数 25社（うち関西企業は 14社）
商談アレンジ件数 43件
ウェブサイトのユーザー登録者数 414名
ウェブサイトのアクセス数 43,895回
シンポジウム・ライブピッチ 申込数 延べ900名（海外延べ19名）

活動事例
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関西経済同友会のベンチャーエコシステム委員会メンバーを中心に、
ベンチャー企業と財界人のメンタリングセッションを開催

➢ 関西ブリッジフォーラム（KBF)

➢ 同友会会員がメンターとしてベンチャー企業経営者にアドバイス・ネッ
トワーキングを行う。

➢ 2021年度は６回開催。

活動事例

➢ 「関西ベンチャーフレンドリー宣言」の大企業からスタートアップに向けて、
経営課題や協業アイデア等をピッチを実施。

➢ 開催日：9月6日 Friendly Meet Up KANSAI（リバースピッチ）
➢ 開催日：9月7日 「関西のキーパーソンが選ぶ、スタートアップピッチ」

➢ グローバル・ベンチャーエコシステム委員会
エコシステム発展に向け、産官学連携の促進、国内外への発信・ネッ
トワーク強化、既存企業とベンチャー企業の連携などを促進
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活動事例

研究成果を社会に実装していく中で、新たな問題点や研究課題を研究現場に戻し、そこで得られた研究
成果を再び社会に実装していく、「研究開発エコシステム」の構築に取り組んでいる。

研究現場

⚫ イノベーションによる社会貢献
⚫ 人類の幸福と社会の持続的成長に貢献、
心豊かな社会の構築

研究現場 社会

社会課題 研究成果

基礎研究の深化や新研究領域の開拓 ⚫ 自由な発想に基づく
基礎研究の蓄積

社会課題から研究現場への還元

⚫ SDGsに代表される環
境・エネルギー、感染症、
疾患の脅威など、複雑化
する社会課題

⚫ 研究成果を社会実装する
ことによって初めて新たな
課題が明らかになる。

OUエコシステム
（新イノベーションエコシステム）

スタートアップ創出
企業へのライセンス

社 会

「共創」によって生まれる
研究成果の社会実装

技術シーズの発掘と
プレインキュベーション活動

大阪大学
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➢ イノベーションに関心を持つ学生・若手教員が集うInnovators’ Clubを2017年10月に設立
➢ 会員数は1,344名（2022年3月31日現在）
➢ ステージに応じた4つのプログラム (Innovators’ Talk & Salon, Innovators’ Tours, Innovators’ 

Academy, Innovators’ Squad)を提供
➢ HANDAI PITCHを開催し、学生や若手教員の事業化プランをVCなどの前で発表する機会を創出

活動事例

Innovators’ 
Talk & Salon

イノベーターをゲストに迎えアントレプレナー
マインドを醸成

Innovators’ 
Tours

OUVCやOUVC投資先VBなどへ学生を
派遣し、学生がイノベーションの現場を経
験する場を提供するとともにCXO候補人
材を育成

Innovators’ 
Academy

集中講義形式でイノベーションの基礎を
学ぶ講座を提供

Innovators’ 
Squad

学生や若手教員が自身の技術シーズや
アイデアを事業化する場を提供


